
東京都におけるがん対策の今後の方向性について

１　現状と今後の方向性

２　主な具体的課題等について ３　ＡＹＡ世代の年齢ごとの課題イメージ
  ○成人がんと異なる下記のような課題、特徴がある。

　ＡＹＡ世代という年齢幅のある世代について、今後の方向性を検討
　する上で、がん種・経済的自立といった視点に留意する必要がある。

参考資料１－２ 

現状 

国・都ともに、AYA世代への具体的ながん対策は未実施 

これまでのがん対策

0 15 39

年齢

・ライフステージに応じた多様なニーズ
・小児と成人診療科の過渡期の年齢を含む
ため、診療提供のあり方について検討が必要

⇒AYA世代特有の課題に応じた具体的な対
策がとられていない

小児がん対策
拠点病院の成人診療科における

診療の充実　等

AYA世代

 
 
 
 
 

今後の方向性 

今年度：調査実施 

 

 

都の実態を把握し

た上で、都として

AYA世代のがん

対策を推進 

ＡＹＡ世代発症
小児がん経験者

（二次がん）

＜世代ごとの課題・社会的問題等＞

前期 後期

医
療 ・院内、小児がん

拠点等の連携

・長期フォローアッ
プ
・移行医療
・患者への普及啓
発

○成人・小児がん拠点病院等を中心とした相談支援

○世代ごとの相談ニーズへの対応

相
談
支
援
・
そ
の
他

生殖機能の温存

介護保険等対象外（経済的負担）

家族（介護者）

療養環境

就学 就労継続新規就労

院内がん登録2015年全国集計（国立がん研究センター）より 

都内のＡＹＡ世代の院内がん登録数 

＜がん種別の傾向＞ 
・男女ともに、25歳未満では、白血病やリンパ腫

を含む希少がんが多いが、25歳以上では女性

の子宮頸がん、乳がんを中心に、一般的ながん

種が多い。 
（詳細は参考資料６－２） 0
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がん計画上の課題 調査が必要なこと 目指す姿

①医療提供体制

・成人診療科間、小児と成人診
療科との連携が十分でなく、適
切な医療を受けられていない
・療養環境の充実

小児と成人診療科との連携により適
切な治療が受けられる

②生殖機能
生殖機能の温存に関する情報
提供が不十分

患者に生殖機能の温存に関する正し
い知識及び情報が提供されている

③相談支援
ＡＹＡ世代特有の課題への相
談対応が不十分

ＡＹＡ世代の相談支援に対応できる
相談支援センターに繋がる

④社会的支援
・介護保険適用外であることに
よる経済的負担
・家族への支援の必要性

・介護保険適用外であることによる
経済的負担の軽減
・家族の負担軽減

⑤緩和ケア・在宅
・ＡＹＡ世代のがんの特性等を
理解した上での適切な緩和ケ
ア提供の必要性

緩和ケアチーム等により、ＡＹＡ世代
の特性等を踏まえた専門的な緩和
ケアが提供されている

⑥就労・就学
進学・新規就労の時期に治療
を受けることによる、自立支援
の必要性

患者が自立し、新規就労を目指すこ
とのできる環境づくり

・拠点病院等の現状

・不足しているもの

（配置・人材育成の機会・

療養環境等）

・拠点病院等の現状

・対応可能な医療機関の

情報

・拠点病院等の現状

・患者の相談へのニーズ

・病院での支援状況

・患者の支援へのニー

ズ

・病院での支援状況

・患者の支援へのニーズ

・拠点病院等の現状

・患者の相談へのニーズ

・病院での支援状況

・患者の支援へのニーズ


